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 本来の冬の寒さが訪れ、冷え込みも増してきました。今日で２学期が終わり、冬休みに入ります。そして今年も

残す日はあと少しとなりました。さまざまな行事のあった２学期でしたが、ご理解とご協力をいただきありがと

うございました。今年最後まで健康に過ごし、新しい年をお迎えください。良いお年を！ 

 
 人権週間の取組報告！ 

 12月4日と5日の2日間に分けて人権集会を開き、今年度は人権委員会の教員が人権週間の紹介のあと、

劇をして子どもたちとともに人権について考える機会を持ちました。低学年は、休み時間の遊びの中で悪

気なく仲間はずれになる場面、高学年はLINEにまつわる仲間はずれの場面でした。劇を観た後、各クラス

でふり返りを行いました。人権週間に限らず、「人権」について考えていけるよう取組を進めていきます。 

 
ディスカバリータイム（今回はれんげの種蒔きについて）！ 

5月前後に1年生が農業をされている濵田さんのご協力のもと地域の田んぼに入

らせてもらい、色鮮やかに咲いたれんげを摘みに行っています。濵田さんから、

「れんげを摘むことはいいこと、ただその本当の意味も伝えたい」という思いを受け、昨年度

から第四地区福祉委員の方々とれんげの種蒔きに参加しています。今年は11月29日に福祉の

方4名と教職員2名で種蒔きに参加し、12月11日のディスカバリータイムでその様子を子どもたちに写真

で紹介しながら、れんげを育てる意味（土を肥やす効果）を伝えました。花が咲くきれいな時期を楽しむ

だけでなく、その花を咲かせるためには種を蒔く必要があること、れ

んげが咲いた後の苦労などを知ることで、点の学習体験ではなく線で

の学習体験に繋がり、子どもたちの気づきになればと思います。 

 
多文化共生教育の研究授業とJICA留学生との交流！ 

四小の学校経営方針として多文化共生教育とジェンダー平等教育

の2本の柱を掲げています。その多文化共生や国際理解教育として

先日、1年生で世界のたいこを入口に事前学習を行い、絵本「手を

つなぐ」を使った研究授業、道徳「世界の子ども」の授業、教員のJICAボランティア体験

の話、JICA留学生との交流（1年と英語委員会にて）を行いました。ブルキナファソ出身

の留学生と挨拶やインタビュー、クイズや遊びを通して異文化のおもしろさや日本との違

い気づくことを目的に交流しました。1月にはディスカバリータイムにて教員のJICAボラ

ンティア体験の話を全校児童にしていきます。知ること、出会うことは大切な学びの原点だ

と思っています。ちがいを認め合い、自分で考え行動できる力の育成をめざしています。 

 
6年生による修学旅行報告集会！ 

２０日にこれまで取り組んできた平和学習の

報告を行いました。１年生から５年生までの下

級生に対し、自分たちが学んできたことを言葉と映像と歌で伝えました。被爆体験者の梶本さんのお話を

もとに構成し、その時の様子を伝えました。梶本さんが当時体験した様子を再現するセリフからは、緊迫

した切実な思いが伝わってきました。6年生全体での歌を聴くと胸が熱くなりました。どの学年も子どもた

ちなりに感じ取ったものがあると思っています。争いのない世界、誰もが安心して暮らせる世界、多様性

を認め合える世界にしていくには、一人ひとり何ができるのか考え、願うだけでなく行動にうつせる人に

なっていってほしいと思います。とても素晴らしい報告でした。最高学年としての役割を果たしてくれま

した。そして新しい年、卒業に向けての最終章を一緒に創っていきたいと思います。最後まで子どもたち

への応援をよろしくお願いいたします。 
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